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まえがき 
 
 平成 16年 7月 13日に未曾有の豪雨により，五十嵐川・刈谷田川で発生した洪水による
破堤で三条市や中之島町などで大きな被害が発生した．新潟県は「7.13新潟豪雨洪水災害
調査委員会」を組織し，今後の再発防止策を検討するために破堤のメカニズムの検討や洪

水発生に関する技術的な検討を行なう事となった． 
調査委員会は平成 16 年 9 月 1 日に第１回委員会を行なって以来，３回開催された．議
論の課題は，降雨および水位・流量などの洪水の検証に始まり，堤防や地盤の土質調査，

破堤地域堆積物の調査を加えて破堤メカニズム推定などであった．最終的な課題として，

今後の堤防整備・管理のあり方が議論され，結果が最終報告書として取りまとめられた． 
今回の委員会活動は，新潟県の「付属機関等の会議の公開に関する指針」によると「非

公開」に分類されるが，委員会資料のすべてと詳細な委員会議事録（発言者氏名，聞き取

り調査時の個人情報は除く）が新潟県土木部河川管理課のホームページに掲載されている．

新潟県民の皆様や豪雨災害に関心を持つ方々には，委員会における議論のすべてが公開さ

れていると言ってよい．また，これらの中には新潟県が特別に行なった現地調査の資料が

含まれており，こうした貴重な資料を活用し，災害研究がさらに進展することを期待して

いる． 
 委員の皆さんの真摯な議論により，短期間に最終報告書をまとめることが出来た．災害

復旧助成事業にも参考になれば，委員会活動の所期の目的も果たされることになると考え

られる．本報告書については第 3回委員会後の検討を経て，委員全員の賛成が得られたも
のである．しかし，個々の課題の解釈については議事録の発言に見られる程度の意見分布

が見られることがあったことを付記する． 
 
 
 

平成 17年 5月 
7．13新潟豪雨洪水災害調査委員会 

委員長 玉井信行 
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はじめに 
 
 日本海から北陸地方にかけて停滞した梅雨前線の活発化により、新潟県では、平成 16 年 7 月

12 日の夜半から 13 日にかけて記録的な豪雨に見舞われた。 
 特に、中越地方では、24 時間の雨量が 400 ㎜を越え、7 月の平均降水量 243 ㎜の約 2 倍に相当

する量の雨が 1 日に降った。 
 この豪雨により、県内では、一級河川五十嵐川をはじめとして、6 河川 11 箇所で堤防が破堤す

るなどの被害が発生し、三条市や見附市をはじめとした中越地方を中心に新潟県全体で死者 15
名、重軽傷者 3 名、全壊家屋 70 棟、床上浸水 2,178 棟、床下浸水 6,117 棟にのぼる甚大な被害と

なった。 
 このような状況を受け、新潟県では、今後の水害の再発防止策を検討するために、洪水の検証

と破堤のメカニズムについて技術的な検討を加えることを目的として、8 人の学識経験者からな

る「7.13 新潟豪雨洪水災害調査委員会」（委員長 玉井 信行 金沢大学大学院自然科学研究科

社会基盤工学専攻教授）を設置し、平成 16 年 9 月 1 日に第１回委員会、平成 16 年 11 月 18 日に

第 2 回委員会、平成 17 年 2 月 2 日に第 3 回委員会を開催した。 
 本報告書は、「7.13 新潟豪雨洪水災害調査委員会」として、計 3 回の委員会での審議結果を踏

まえ、特に堤防の破堤による被害の大きかった一級河川五十嵐川（諏訪地区）及び刈谷田川（中

之島地区）の堤防の破堤メカニズムや新潟県の今後の堤防整備のあり方等を取りまとめたもので

ある。 
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